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レッドデータの鳥類

Rostratula benghalensis

Porzana fusca

Asio otus

 か とう

加藤 ゆき（学芸員）

　写真の鳥はすべて、 『神奈川県レッド

データブック2006』（2006年刊行）で最も

絶滅の危険度の高い 「絶滅危惧Ⅰ類」に

評価された種です。主に夏鳥として渡来

するタマシギとヒクイナは、かつて平地の

水田や河川等で見られましたが、近年は

ごく限られた場所でしか確認されていま

せん。開発や乾
かんでん

田化
か

による生息環境の

悪化が原因だと考えられます。しかし、

環境が残っている場所でも生息を確認

できず、他にも要因があると思われます。

　数少ない冬鳥として河川や都市公園

に渡来するトラフズクは、もともと生息地

が局地的でしたが、越冬が確認されなく

なった地域が出ています。本種は昼は

ねぐら木で休み、夜間に行動します。開発

等によるねぐら環境の減少に加え、ねぐ

ら木への人間の過度な接近が原因だと

考えられます。餌場となる草地の減少も

要因として考えられますが、ほとんど鳴か

ないため声での確認が難しいこと、暗闇

での観察が難しいことから、詳しい生態

解明は進んでいません。

　神奈川県では、2017年から県版レッド

データブックの改訂を進めています。生物

が置かれている状況を把握し、絶滅の

危険度を評価するために、様々な方から

寄せられる情報が重要なカギとなります。

写真で紹介した鳥に限らず、広く生物の

情報や写真を博物館までお寄せください。
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新種発表の裏側 —「ありふれた種」の標本を集める重要性—

未知種はどこにでもいる？

菌類の多様性—未知種が大半

et al

et al

「新種発見」はウソ？

1.

2.

3.

4.

5.

6.

「新種」を見出すには 「普通種」も集める

べし

A.

Auricularia auricula-

judae Auricularia auricula-

judae

Auricularia heimuer

et al

B.

Armillaria mellea . 

nipponica



図1.
Armillaria sinapina A. jezoënsis

図2. Rossbeevera eucyanea
R. cryptocyanea
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A. ostoyae A. gallica

A. cepistipes

A. sinapina

C.

Rossbeevera eucyanea

R. cryptocyanea

et al

D.

おわりに

引用文献



図1.
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ウェルカム・ベアの由来

頭骨と対面

ハンティングの詳しい情報

博物館の看板グマ

Ursus arctus 

middendorffi

図2.

図3.
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フォトグラメトリでタイワンシラトリの産状を再現

鎌倉のタイワンシラトリ

Tellinimactra edentula

フォトグラメトリで3D復元

役立った記録情報

フォトグラメトリの活用
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収蔵資料のウェブ公開

博物館が公開するさまざまな資料データ

ベース

収蔵資料を公開する意味
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（1）展示を見て知る

（2）論文や報告書等で知る

（3）データベースで知る

収蔵資料データベースの特徴

博物館活動を映す鏡としてのデータベース
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催 し 物 の ご 案 内

企画展「かながわ発　きのこの新種展」

当館の感染症拡大防止対策と、
今後の博物館活動について

　検証キノコ新図鑑
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